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(初日(京都テルサ)、研究報告)    (二日目(彦根キャンパス)、研究報告) 

 
１月 7 日(土、於:京都テルサ)、1 月 8 日(日、於:滋賀大学彦根キャンパス)にて、第 12 回

アジア金融市場と経済発展・国際シンポジウム (International Conference on Asian 
Financial Markets and Economic Development)が、滋賀大学・長崎大学・西南財経大学と

の共催で執り行いました。会場を二日間で別の場所にするという難易度の高いものでした

が、学会運営担当者全員の協力により無事に執り行うことが出来ました。発表希望数が多

かったので、同時に二つのセッションを同時に走らせる方式で、合計 28 本の研究報告を行

いました。アジアからの参加者(中国・台湾・韓国・インド・スリランカ・シンガポール等)
に加えて、ニュージーランドやスウェーデンからの参加者もいました。具体的な学会プロ

グラムは以下のリンクにありますので、ご興味がある方はご覧下さい。(報告論文へのリン

クも付いています) 
 

http://www.econ.shiga-u.ac.jp/10/2/5/13/res.9/ICAFM2017Program_withLink.pdf 
 

レセプションパーティでは、シンポジウムに共催して頂いているあいおいニッセイ同和

損保取締役副会長の鈴木久仁氏、位田隆一滋賀大学学長の両氏から開催スピーチを頂きま

した。また、EBS Broker Tec の大木一寛氏からは、Brexit(英国の EU 脱退)が決まった日

の外国為替市場の注文動向を膨大な情報を可視化したプレゼンをして頂き、このようなフ

ァイナンス研究の国際学会開催の必要性を一同が改めて認識をいたしました。 
 

   
(初日、位田学長の welcome speech)    (初日、レセプションパーティにて) 
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この国際シンポジウムの成功には、多くの皆さまからのご協力に支えられてきました。

滋賀大学からは、小倉明浩経済学部長を筆頭に、経済学部事務局からの藤井孝行、松崎雅

志、福井浩一、高木美朋、山崎真理には、事前準備から当日の複雑な業務までを円滑に運

営して頂き、博士後期課程の全明、シラタナパンタ・タナポン・タリン、経済学部の中村

直人、山谷桃子、上野奈菜、グエン・ゴック・アン・トゥー、大山慶之、松岡さくら、畑

田将範、百北奏太、の学生諸君には開催校としてのホスピタリティとフレンドシップを忘

れずに円滑に進行を手伝って頂きました。また、当日のセッション座長として、滋賀大学

からは金秉基、金谷太郎、近藤豊将、菊池健太郎、各先生にご協力頂きました。 
長崎大学の岡田裕正、須齋正幸、森保洋、西南財経大学の TAO Qizhi、各先生のご指導

並びご協力に、この場を借りて特別の感謝を述べさせて頂きます。 
(文責: ファイナンス学科教授 吉田裕司) 

 
後記(開催の準備) 

昨年の夏ごろから、長崎大学の須齋先生から 3 大学での国際シンポジウム共催のご提案

がありました。長崎大学は単独でこの国際シンポジウムを始めてから、中国の西南財経大

学が共催で加わり、第 12 回目ということで滋賀大学も共催で新たな参加した経緯です。共

催とはいえ、開催地区が京都・彦根なので、開催校として主たる業務はリスク研究センタ

ーが引き受けました。9 月頃に web 上での論文募集(call for papers)を掲示しました。具体

的には、国際学会・ワークショップの国際ポータルサイトである Inomics、米国ファイナン

ス学会(AFA)の国際学会通知のサイトに登録しました。 
共催校である西南財経大学から 10 名を超す応募もあり、応募論文数は 40 本を超えまし

た。ファイナンス系の論文が主とはいえ、それぞれ異なる分野の論文が混在していますの

で、大きく４つ程度の分野(資産価格付け、ボラティリティ、マイクロストラクチャー、企

業ファイナンス)に分類してから、共催大学の研究者で分担して、各分野における論文の順

位を付けました。10 月末には、30 名程度に採択通知(本学会において論文発表しても良い)、
5 名程度に空き待ち(現時点では棄却であるが、辞退があった場合のみ繰り上がり採択)の連

絡を致しました。ほとんどの研究者が登録をしましたが、若干の辞退が出ましたので空き

待ちの研究者に追加採択の連絡をして、本学において立ち上げた簡易な登録 web サイトに

おいて無事に登録完了となりました。 
 
その後は、30 名程度のためのビザ申請のための資料作成・郵送業務、学会当日用の掲示

物資料・弁当発注・レセプション会場(京都ガーデンパレス)・学会会場(京都テルサ)・学会

カフェ(彦根)・貸し切りバス(京都・彦根)等の交渉・予約・準備と事務的な作業が山積みに

ありました。また、一方では、一番重要な学会プログラム(座長・発表者・討論者の割り振

り)の作成、参加者への事前連絡(学会運営方針、会場周辺案内、食事希望、ビザ申請に必要

な情報要求等)、参加者からの質問・要望への対応など、開催直前まで毎日のように問い合

わせがありました。 
 
参加者への連絡で一番気を配ったのは、friendly である一方、学会に関しては serious and 

strict であることを伝えることでした。私自身、これまで国際学会で 40 回以上発表してき

ましたが、国際学会には色々な参加者がいます。発表する論文を改善するために真摯に他

の研究者の意見に耳を傾け、研究発表の機会を生かして研究交流を広げようと意欲を見せ

る研究者がいる一方、発表を事務的に遂行した後は関心が観光に向くような緩い研究者も

います。今回は、各発表に討論者を必ず 1 名指定したこと(発表者の論文を事前に熟読して

いる研究者がいることで発表に緊張感が生まれます)、その討論者は別の日に発表の担当が

決まっている参加者に割り振る(必ず両日に発表か討論の役割が発生します)ことで、この国

際学会はいつも以上に真剣に取り組まないと、という雰囲気を醸し出すことに努力しまし

た。その成果もあってか、両日ともに活発な議論のある、とても良い雰囲気の下で研究報

告が進められていきました。 
現在は、この学会は良い学会であったと印象を参加者に残すために、学会開催中に撮っ

た何百枚もの写真をweb上に掲載・公開するという最後の業務に取り組んでいる最中です。

近日中に、皆様にもご紹介いたします。今回のほんの一部をリスクフラッシュ内にご紹介

させて頂きました。 
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「リスクフラッシュご利用上の注意事項」 

  
 本規約は、滋賀大学経済学部附属リスク研究センター（以下、リスク研究センター）が配信する週刊情報誌「リスクフラッシュ」を購読希望され

る方および購読登録を行った方に適用されるものとします。 

  

【サービスの提供】 
1. 本サービスのご利用は無料ですが、ご利用に際しての通信料等は登録者のご負担となります。 
2. 登録、登録の変更、配信停止はご自身で行ってください。 
  
【サービスの変更・中止・登録削除】 
1. 本サービスは、リスク研究センターの都合により登録者への通知なしに内容の変更・中止、運用の変更や中止を行うことがあります。 
2. 電子メールを配信した際、メールアドレスに誤りがある、メールボックスの容量が一杯になっている、登録アドレスが認識できない等の状況に

あった場合は、リスク研究センターの判断により、登録者への通知なしに登録を削除できるものとします。 
  
【個人情報等】 
1. 滋賀大学では、独立行政法人等の保有する個人情報の保護に関する法律（平成15年5月30日法律第59号）に基づき、「国立大学法人滋賀大学個

人情報保護規則」を定め、滋賀大学が保有する個人情報の適正な取扱いを行うための措置を講じています。 
2. 本サービスのアクセス情報などを統計的に処理して公表することがあります。 
  
【免責事項】 
1. 配信メールが回線上の問題（メールの遅延，消失）等によりお手元に届かなかった場合の再送はいたしません。 
2. 登録者が当該の週刊情報誌で得た情報に基づいて被ったいかなる損害については、一切の責任を登録者が負うものとします。 
3. リスク研究センターは、登録者が本注意事項に違反した場合、あるいはその恐れがあると判断した場合、登録者へ事前に通告・催告することな

く、ただちに登録者の本サービスの利用を終了させることができるものとします。 
  
【著作権】 
1. 本週刊情報誌の全文を転送される場合は、許可は不要です。一部を転載・配信、或いは修正・改変して blog 等への掲載を希望される方は、事前

に下記へお問い合わせください。   
  

 *尚、最新の本注意事項はリスク研究センターのホームページに掲載いたしますので、随時ご確認願います。 

                                                （ http://www.econ.shiga-u.ac.jp/main.cgi?c=10/2/3:12 ） 
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